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10.0 39.2

40.1

良くなった

（計）

悪くなった

（計）

10.9

2.3 

2.8 

7.7 

8.1 

47.0 

46.7 

26.7 

27.7 

12.5 

12.4 

3.9 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度

昨年度

良くなった 少し良くなった 変わらない

少し悪くなった 悪くなった 無回答

46.2 51.4

満足

（計）

不満

（計）

47.2 49.09.8 

9.9 

37.3 

36.3 

38.4 

39.6 

10.6 

11.8 

3.8 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度

昨年度

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

明るい

（計）

暗い

（計）

34.3 61.4

33.3 63.5

4.7 

4.7 

29.6 

28.6 

46.6 

49.3 

14.8 

14.2 

4.3 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度

昨年度

明るい やや明るい やや暗い 暗い 無回答

平成２７年度県政世論調査結果の概要 

○各調査項目の概要 

※調査結果のうち主なものを抜粋して掲載している。 

※数値は小数点第２位以下を四捨五入しているため、合計しても 100.0％にならない

場合がある。 

１ 県民の生活実感 

○２～３年前に比べたくらし向きの変化 

昨年度と比較すると、大きな差はみられない。 

 

 

 

 

 

○現在のくらし向きの満足度 

昨年度と比較すると、『不満(計)』は 2.4ポイント低下している。 

 

 

 

 

 

○今後の生活の見通し 

昨年度と比較すると、『暗い(計)』は、2.1ポイント低下している。 

 

 

 

 

 

 

（参考２） 
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関心がある

（計）

関心がない

（計）

63.5 31.8

64.4 32.2

12.9 

12.0 

50.6 

52.4 

29.1 

29.2 

2.8 

3.0 

4.6 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度

昨年度

大変関心がある 関心がある あまり関心がない

全く関心がない 無回答

住み続け

たい

（計）

県外に

移りたい

（計）

87.8 9.2

89.1 9.6

56.3 

57.1 

31.5 

32.0 

7.8 

8.2 

1.4 

1.4 

3.0 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度

昨年度

これからも住み続けたい 可能な限りこれからも住み続けたい
機会があれば県外に移りたい 県外に移りたい
無回答

２ 政治や経済への関心 

○県の政治や経済への関心 

昨年度と比較すると、大きな差はみられない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 県の取組に対する実感 

○山口県の住み良さ 

昨年度と比較すると、『住み良いと思う(計)』は、2.5ポイント低下している。 

 
 

○今後の山口県への居住意向 

昨年度と比較すると、『住み続けたい(計)』は、1.3ポイント低下している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

住み良い

と思う

（計）

住み良いと

思わない

（計）

87.8 9.4

90.3 9.2

36.5 

37.6 

51.3 

52.7 

7.4 

6.5 

2.0 

2.7 

2.8 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度

昨年度

住み良い県だと思う どちらかといえば住み良い県だと思う

どちらかといえば住み良い県だとは思わない 住み良い県だとは思わない

無回答



○県の取組に対する実感

農林水産業者自らが加工、
流通・販売等に取り組む６
次産業化や農商工連携の
取組が進んでいる

そう思う 1.6%
12.7%

○新商品開発件数は着実に増加しているものの、県民
の実感までには結びついていない。

どちらかといえばそう思う 11.1%
どちらともいえない 47.6%

どちらかといえばそうは思わない 23.5%
33.8%

そうは思わない 10.3%

どちらかといえばそう思う 10.2%
どちらともいえない 43.4%

どちらかといえばそうは思わない 27.1%
39.1%

そうは思わない 12.0%

突破プロジェクト 3 挑戦する中堅・中小企業応援プロジェクト

調査項目 回答区分 回答結果 調査結果の分析

販路拡大や担い手の確保
など、農林水産業を振興す
るための取組が進んでいる

そう思う 1.3%
11.5%

○実績は着実に増加しているものの、県民の実感まで
には結びついていない。

突破プロジェクト 4 元気な農林水産業育成プロジェクト

本県の産業を担う人材の
育成や確保に向けた取組
が進んでいる

そう思う 1.1%
9.5%

○ものづくり技能者の育成については、人口減少や高
齢化による人材不足のイメージを強く受けた結果と考え
られる。マイスターによる指導を受けた学校や、ものづく
りフェスタに参加する県民には大変好評である。
○専門高校等において、本県の産業を担う人材の育成
に向けた取組を積極的に行っているが、県民の実感ま
でには結びついていない。

商業・サービス業の振興に
向けた取組が進んでいる

そう思う 1.4%
11.1%

どちらかといえばそう思う 8.4%

どちらともいえない 44.5%

どちらかといえばそうは思わない 28.3%
39.8%

そうは思わない 11.5%

○居住年数別では３年未満の評価が最も低い。
○地域別では岩国地域、萩・長門地域で低い。

どちらかといえばそう思う 9.7%
どちらともいえない 42.1%

どちらかといえばそうは思わない 28.7%
41.1%

そうは思わない 12.4%

意欲的な中堅・中小企業の
成長を育成するための取
組が進んでいる

そう思う 1.0%
8.2% ○本取組のコアターゲットである商工サービス業（自営

業）の「そうは思わない」という回答が半数を超えてお
り、県、財団、関係支援機関による一連の支援策が十
分知られていない可能性がある。

どちらかといえばそう思う 7.2%
どちらともいえない 46.7%

どちらかといえばそうは思わない 26.7%
39.4%

そうは思わない 12.7%

どちらかといえばそう思う 7.4%

どちらともいえない 48.4%

どちらかといえばそうは思わない 25.7%
37.3%

そうは思わない 11.6%

調査項目 回答区分 回答結果 調査結果の分析

「創業」しやすい環境づくり
が進んでいる

そう思う 1.1%
8.5%

○昨年のセミナーを通じ、潜在的な創業希望者が存在
することが判明したが、本県での創業しやすさについ
て、男性より女性の方が実感していただいており、それ
を裏付ける結果となった。
○しかし、女性の30～39歳といった就業率におけるM字
カーブが顕著な年齢層については、「そうは思わない」
が約半数を占めていることから女性創業セミナー等の
取組により注力する必要があると考える。

どちらかといえばそう思う 12.5%
どちらともいえない 43.2%

どちらかといえばそうは思わない 25.5%
37.1%

そうは思わない 11.6%

突破プロジェクト 1 世界に拡がる産業力強化プロジェクト

突破プロジェクト 2 次世代の産業育成プロジェクト

調査項目 回答区分 回答結果 調査結果の分析

調査結果の分析

○実感度は、周南、宇部・小野田地域で高く、岩国、萩・
長門地域で低いなど、地域によって評価が異なってい
る。

○企業誘致の実績は着実に推移しているものの、県民
の実感までには結びついていない。

どちらともいえない

どちらかといえばそう思う 35.3%

回答結果

26.9%
港湾や幹線道路、工業用
水などの産業基盤の整備
が進んでいる

そう思う 20.7%

どちらかといえばそうは思わない

調査項目 回答区分

医療・環境関連産業など、
今後、発展が期待できる産
業の育成や集積が進んで
いる

そう思う 2.2%
14.7%

○平成２６年度に「次世代産業クラスター構想」を策定
し、プロジェクトの掘り起しや企業等における研究開発
に取り組んでいるところである。今後、事業化の促進を
図るとともに、県民に対するＰＲを積極的に図ることが必
要。

どちらかといえばそうは思わない 29.3%

どちらかといえばそう思う

44.9%

7.1%
11.5%

そうは思わない

4.4%

56.0%

新たな企業の進出や、企業
の規模拡大が進んでいる

そう思う 2.2%
12.3%

10.1%
どちらともいえない

15.6%

37.7%

そうは思わない
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突破プロジェクト 7 地域の元気創出応援プロジェクト

県外からの移住・定住者を
増やすための取組（ＵＪＩ
ターンなど）が進んでいる

そう思う 0.8%
11.4%

○県外の移住希望者に向けて事業を展開してきたた
め、県民の取り組んでいるという実感に結びついていな
い。

中山間地域の地域資源を
活用して、新たなビジネス
を行うための取組が進んで
いる

そう思う 0.9%
8.7%

どちらかといえばそう思う 10.6%
どちらともいえない 43.5%

どちらかといえばそうは思わない 25.3%
39.4%

そうは思わない 14.1%

○性別では男性、職業別では、農林漁業、商工サービ
ス業で評価が低い。
○地域別では、柳井で評価が高く、岩国と萩・長門で評
価が低い。萩・長門は、「どちらともいえない」の回答が
他地域より約７ポイント低く、他の設問項目への同地域
の回答傾向に照らしても、評価が両極に分化している。

どちらかといえばそう思う 7.8%

どちらともいえない 46.3%

どちらかといえばそうは思わない 26.3%
39.4%

そうは思わない 13.1%

ＮＰＯ、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱなどによる
県民活動や住民による見
守り活動が活発に行われ
ている

そう思う 3.4%
25.2%

○２，０００を超える県民活動団体が幅広い分野で地域
に根差した活動を展開しているが、県民の実感にまで結
びついていない。
○見守り活動について、行政や関係者間での連携は着
実に進んでいるものの、県民の実感までには結びつい
ていない。

どちらかといえばそう思う 21.8%

どちらともいえない 43.5%

どちらかといえばそうは思わない 18.8%
26.0%

そうは思わない 7.2%

どちらかといえばそう思う 9.7%
どちらともいえない 44.8%

どちらかといえばそうは思わない 24.7%
39.0%

そうは思わない 14.3%

調査項目 回答区分 回答結果 調査結果の分析

中山間地域の暮らしを守
り、地域を活性化するため
の取組が進んでいる

そう思う 1.6%
11.3%

○性別では男性の評価が低く、職業別では、農林漁業
の評価が特に低い。地域別では、下関、柳井で評価が
高く、岩国、萩・長門、山口・防府で評価が低い。

暮らしを支える道路網の整
備や公共交通機関の利便
性向上のための取組が進
んでいる

そう思う 8.3%
42.7% ○取組が進んでいるとの回答が５割を下回っているた

め、今後も継続的な取組が必要である。
○実感度は、下関地域で高く、岩国、萩・長門地域で低
いなど、地域によって評価が異なっている。

どちらかといえばそう思う 34.4%
どちらともいえない 29.4%

どちらかといえばそうは思わない 14.4%
22.4%

そうは思わない 8.0%

どちらかといえばそう思う 12.7%
どちらともいえない 43.6%

どちらかといえばそうは思わない 23.9%
36.4%

そうは思わない 12.5%

突破プロジェクト 6 暮らしやすいまちづくり推進プロジェクト

観光資源やおもてなしの充
実など、観光客を増加させ
るための取組が進んでいる

そう思う 4.6%
31.1% ○観光振興施策の取組に係る評価は拮抗している状況

にあり、観光振興の気運を高めていくためにも、更なる
取組の強化により、県民の実感を高めていく必要があ
る。

調査項目 回答区分 回答結果 調査結果の分析

首都圏や関西圏等に、山
口県の魅力や県産品を売
り込むための取組が進んで
いる

調査項目 回答区分 回答結果 調査結果の分析

まちの拠点に生活に必要な
諸機能を集約するコンパク
トなまちづくりが進んでいる

そう思う 1.6%
14.3%

○実感度は、下関地域で高く、萩・長門、岩国地域で低
いなど、地域によって評価が異なっている。

どちらかといえばそう思う 26.5%
どちらともいえない 36.9%

どちらかといえばそうは思わない 17.1%
26.6%

そうは思わない 9.5%

どちらかといえばそう思う 26.4%
どちらともいえない 36.9%

どちらかといえばそうは思わない 18.6%
27.0%

そうは思わない 8.4%

そう思う 4.2%
30.6% ○営業機能を強化しているものの、県民の実感までに

は結びついていない。
〇「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の回答割合
は、前年度に比べて高くなっている。

突破プロジェクト 5 山口の魅力発信・観光力強化プロジェクト
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大学等による地域貢献活
動や地域活性化の取組が
進んでいる

そう思う 1.4%
13.9% ○大学等による地域貢献活動や地域活性化の取組に

対する県民の実感が低いことから、今後は、産学公が
緊密に連携した、より実効性の高い取組を推進する必
要がある。

どちらかといえばそう思う 12.5%
どちらともいえない 49.6%

どちらかといえばそうは思わない 18.8%
29.7%

そうは思わない 10.9%

特色ある学校づくりなど、
学校の教育環境の整備が
進んでいる

そう思う 2.3%
17.0% ○「県立高校将来構想」に基づき、特色ある学校づくり

は進んでいる。引き続き、各高校の個性化・多様化を図
る特色づくりを推進するとともに、各校の特色等につい
て一層の周知を図る必要がある。

どちらかといえばそう思う 14.7%
どちらともいえない 51.3%

どちらかといえばそうは思わない 17.1%
25.2%

そうは思わない 8.1%

相談・支援体制の充実な
ど、いじめ、不登校対策が
進んでいる

そう思う 2.1%
13.6%

○肯定的評価の割合等、評価の状況は、前年度と大き
く変化がない。相談・支援体制の充実に努めているもの
の、県民の実感までには結びついていない。

どちらかといえばそう思う 11.5%
どちらともいえない 53.1%

どちらかといえばそうは思わない 17.9%
27.1%

そうは思わない 9.2%

子どもたちの学力向上に向
けたきめ細かな学習指導
ができる体制の整備が進
んでいる

そう思う 1.9%
16.3%

○引き続き、学力向上に向けた取組を充実させるととも
に、その成果の周知に努める。

どちらかといえばそう思う 14.4%
どちらともいえない 52.4%

どちらかといえばそうは思わない 17.3%
25.0%

そうは思わない 7.7%

どちらかといえばそう思う 17.0%
どちらともいえない 49.2%

どちらかといえばそうは思わない 17.6%
25.1%

そうは思わない 7.5%

突破プロジェクト 10 次代を拓く教育充実プロジェクト

安心して子どもを生み育て
るための周産期・小児医療
体制の整備などが進んで
いる

そう思う 2.1%
17.7%

○周産期・小児医療体制の充実強化に取り組んでいる
ものの、県民の実感までには結びついていない。とりわ
け、岩国、柳井地域の評価が低くなっている。

調査項目 回答区分 回答結果 調査結果の分析

結婚、妊娠・出産、子育て
の希望を叶えるための支援
が進んでいる

調査項目 回答区分 回答結果 調査結果の分析

子どもたちの豊かな心の育
成や、たくましい体づくりに
向けた取組が進んでいる

そう思う 2.5%
19.5% ○全体的に県民の実感は低い。とくに岩国地域におい

ては評価が低い。
○４０代以上では、「そうは思わない」人が多い傾向があ
る。

どちらかといえばそう思う 15.6%
どちらともいえない 42.2%

どちらかといえばそうは思わない 21.6%
34.1%

そうは思わない 12.5%

どちらかといえばそう思う 13.4%
どちらともいえない 47.2%

どちらかといえばそうは思わない 20.7%
31.7%

そうは思わない 11.0%

そう思う 2.1%
15.5%

○結婚から子育てまで切れ目のない支援をより一層強
化する必要がある。

自然環境や大気・水環境等
の保全に向けた取組が進
んでいる

そう思う 2.7%
23.2% ○環境基準の達成率が県民の実感には結びついてい

ない。
〇継続して自然環境保全等の取組を進めているところ
であるが、県民の実感までには結びついていない。

突破プロジェクト 9 子育てしやすい環境づくり推進プロジェクト

どちらかといえばそう思う 20.5%
どちらともいえない 49.3%

どちらかといえばそうは思わない 14.8%
22.2%

そうは思わない 7.4%

廃棄物対策やリサイクル対
策が進んでいる

そう思う 5.9%
38.5% 〇廃棄物対策・リサイクル対策についての県政世論調

査は、前年度に比べ、対策が進んでいると思うとの回答
割合が増加し、そう思わないとの回答割合が減少してお
り、対策が、県民に浸透してきているといえる。

どちらかといえばそう思う 32.6%
どちらともいえない 38.6%

どちらかといえばそうは思わない 11.9%
18.2%

そうは思わない 6.3%

どちらかといえばそう思う 17.6%
どちらともいえない 44.8%

どちらかといえばそうは思わない 19.8%
30.6%

そうは思わない 10.8%

調査項目 回答区分 回答結果 調査結果の分析

再生可能エネルギーの導
入促進や地球温暖化対策
の取組が進んでいる

そう思う 1.7%
19.3%

○本県の温室効果ガス排出量は減少しており、再生可
能エネルギーの導入も順調に進んでいるが、県民の実
感までには結びついていない。

突破プロジェクト 8 ふるさとの自然環境保全プロジェクト
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地域における防災活動や
防災の担い手づくりに向け
た取組が進んでいる

そう思う 1.9%
16.1% ○自主防災組織の活動カバー率は向上しており、地域

防災力の充実強化を図るため、市町と連携して、地域ぐ
るみによる防災活動の取組への支援を進めていく必要
がある。

どちらかといえばそう思う 14.2%
どちらともいえない 49.0%

どちらかといえばそうは思わない 20.7%
29.0%

そうは思わない 8.3%

学校やホテル・旅館、住宅
など、建築物の耐震化が進
んでいる

そう思う 3.0%
20.9%

○学校の耐震化は、着実に進められているが、公立小
中学校等において目標ペースを下回っていることから県
民の実感までには結びついていない。

どちらかといえばそう思う 17.9%

どちらともいえない 40.6%

どちらかといえばそうは思わない 21.9%
32.8%

そうは思わない 10.9%

どちらかといえばそう思う 20.3%
どちらともいえない 42.6%

どちらかといえばそうは思わない 19.9%
28.9%

そうは思わない 9.0%

突破プロジェクト 11 みんなが活躍できる地域社会の実現プロジェクト

調査項目 回答区分 回答結果 調査結果の分析

大雨、台風、地震などに対
する防災・減災対策やイン
フラの老朽化対策が進んで
いる

そう思う 2.6%
22.9%

○防災・減災対策や老朽化対策を着実に進めている
が、県民の実感までには結びついていない。
○実感度は下関、岩国地域で低くなっている。

突破プロジェクト 12 災害に強い県づくり推進プロジェクト

スポーツ活動が盛んに行
われている

そう思う 4.9%
33.9% ○スポーツを１週間以内に複数日行った者の割合は増

えており、生涯スポーツとしての定着が進んでいる。
○動機においても「友人・仲間との交流」が増えるなど、
スポーツを社会参加の一つとして活用する者が増えて
おり、地域活性化の基礎となりうる。

文化・芸術活動が盛んに行
われている

そう思う 3.8%
27.0%

どちらかといえばそう思う 29.0%

どちらともいえない 42.8%

どちらかといえばそうは思わない 11.8%
17.3%

そうは思わない 5.5%

○約3割が肯定的であるうち、男性より女性の評価が高
く、年代では、シニア層（50歳以上の年代）の評価が低
い。
○県央の評価は高いが、岩国、下関、萩長門など周辺
部の評価が低く、地域的な偏りがある。

どちらかといえばそう思う 23.2%
どちらともいえない 43.7%

どちらかといえばそうは思わない 15.1%
22.9%

そうは思わない 7.8%

障害のある人が、障害の程
度や特性等に応じて活躍
することができる社会づくり
が進んでいる

そう思う 1.4%
15.0%

○県民の実感度は十分とはいえず、取組を強化する必
要がある。

どちらかといえばそう思う 13.6%
どちらともいえない 46.0%

どちらかといえばそうは思わない 20.5%
32.3%

そうは思わない 11.8%

高齢者などシニアが活躍す
ることができる社会づくりが
進んでいる

そう思う 2.7%
20.9%

○生涯現役社会づくりの中心的な年代となる60歳代の
実感が他の年代よりも低いことが課題。

どちらかといえばそう思う 18.2%
どちらともいえない 43.4%

どちらかといえばそうは思わない 19.5%
30.0%

そうは思わない 10.5%

県民の暮らしを支える雇用
の場の確保に向けた取組
が進んでいる

そう思う 0.8%
11.1%

○企業誘致による計画雇用数は着実に推移しているも
のの、県民の実感までには結びついていない。

どちらかといえばそう思う 10.3%
どちらともいえない 47.0%

どちらかといえばそうは思わない 22.7%
35.8%

そうは思わない 13.1%

どちらかといえばそう思う 13.3%
どちらともいえない 51.1%

どちらかといえばそうは思わない 18.0%
27.8%

そうは思わない 9.8%

調査項目 回答区分 回答結果 調査結果の分析

男女が性別にかかわりな
く、個性や能力を発揮でき
る社会づくりが進んでいる

そう思う 1.6%
14.9% 〇やまぐち男女共同参画推進事業者数は着実に増加し

ているが、「男は仕事、女は家庭」などの固定的性別役
割分担意識は根強く残っており、件数の増加が県民の
実感に結びついていない。
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突破プロジェクト 15 持続可能な行財政基盤強化プロジェクト

県の行財政基盤の強化に
向けた取組が進んでいる

そう思う 2.2%
12.3%

○財政基盤の強化に向けた取組みを着実に進めている
ものの、県民の実感にまでは結びついていない。

どちらかといえばそう思う 10.1%
どちらともいえない 56.8%

どちらかといえばそうは思わない 13.8%
22.6%

そうは思わない 8.8%

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない 54.0%
どちらかといえばそうは思わない 13.8%

23.4%
そうは思わない 9.6%

調査項目 回答区分 回答結果 調査結果の分析

県と市町との連携が進んで
いる

そう思う 3.1%
15.4%

○県と市町との連携については、担当間の連絡体制の
強化や会議等の開催を通じての情報共有に努めている
ものの、県民の実感までには結びついていない。

12.3%

犯罪や交通事故の防止に
向けた対策が進んでいる

そう思う 2.8%
23.4% ○刑法犯認知件数は、１２年連続の減少を記録し減少

基調にあるが、県民が肌で感じる治安の改善に向けた
取組の強化が必要である。
○交通事故による死者数や負傷者数は減少傾向にあ
るが、交通事故死者に占める高齢者の割合が依然とし
て高く、県民の実感までには結びついていない。

どちらかといえばそう思う 20.6%

どちらともいえない 50.2%

どちらかといえばそうは思わない 13.7%
20.6%

そうは思わない 6.9%

どちらかといえばそう思う 20.8%
どちらともいえない 52.5%

どちらかといえばそうは思わない 13.1%
18.8%

そうは思わない 5.7%

突破プロジェクト 13 安心の保健・医療・介護充実プロジェクト

調査項目 回答区分 回答結果 調査結果の分析

食や消費生活の安心・安全
の確保に向けた対策が進
んでいる

そう思う 2.0%
22.8% ○輸入食品や食品添加物、残留農薬などに対して不安

を持つ県民が多くみられる。
○岩国、下関地域の評価が低く、県境地域において県
の取組があまり浸透していないものと思われる。

突破プロジェクト 14 日々の暮らし安心・安全確保プロジェクト

県民の健康づくりに向けた
対策が進んでいる

そう思う 3.1%
22.0%

○さまざまな健康づくりに向けた対策を行っているもの
の、県民の実感までにはつながっていない。

医療や介護が必要になっ
ても、高齢者が地域で安心
して生活できる体制の整備
が進んでいる。

そう思う 1.8%
19.0%

どちらかといえばそう思う 18.9%
どちらともいえない 50.5%

どちらかといえばそうは思わない 14.8%
21.8%

そうは思わない 7.0%

○県民の実感度は十分とはいえず、体制整備に向けた
取組を強化する必要がある。

どちらかといえばそう思う 17.2%
どちらともいえない 42.3%

どちらかといえばそうは思わない 20.8%
33.4%

そうは思わない 12.6%

どちらかといえばそう思う 25.2%
どちらともいえない 41.0%

どちらかといえばそうは思わない 16.4%
25.1%

そうは思わない 8.7%

調査項目 回答区分 回答結果 調査結果の分析

地域において保健・医療
サービスの提供を受けられ
る体制の整備が進んでい
る

そう思う 3.1%
28.3%

○医療機関の集中する宇部・小野田地域で高く、岩国
地域で低くなっているなど、地域によって評価が異なっ
ている。
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